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は
じ
め
に

　
江
戸
・
東
京
文
化
を
育
ん
で
き
た
隅
田
川
は
橋
の
博
物
館
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
多
種
多
様
な
美
し
い
橋
が
架
か

り
、
隅
田
川
を
上
り
下
り
す
る
遊
覧
船
の
乗
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。
江
戸
・
東
京
ブ
ー
ム
は
衰

え
る
ど
こ
ろ
か
、
新
し
い
著
作
も
ど
ん
ど
ん
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
橋
に
着
目
し
、
そ
の
由
来
・
歴
史
を

述
べ
た
著
作
は
皆
無
で
は
な
い
が
非
常
に
少
な
い
。
そ
こ
で
本
書
は
こ
の
橋
を
一
つ
一
つ
取
り
上
げ
、
そ
の
大

き
さ
・
由
来
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
そ
の
橋
の
付
近
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
歴
史
の
一
こ
ま
を
述
べ
て
み
る
。

　
道
路
の
一
部
と
し
て
の
橋
は
、
川
で
隔
て
ら
れ
た
対
岸
へ
行
く
た
め
の
重
要
な
構
造
物
で
あ
り
、
橋
が
出
来

る
こ
と
に
よ
っ
て
お
互
い
の
交
流
が
よ
り
密
と
な
る
。
浅
草
寺
が
隅
田
川
河
畔
に
建
立
さ
れ
た
の
が
六
四
五
年

と
い
わ
れ
、
そ
れ
以
来
隅
田
川
両
岸
に
は
人
が
集
ま
り
集
落
が
形
成
さ
れ
て
き
た
が
橋
は
架
け
ら
れ
ず
、
両
岸

は
渡
し
船
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
。
隅
田
川
最
初
の
橋
と
な
っ
た
千
住
大
橋
が
架
け
ら
れ
た
の
は
浅
草
寺
建

立
か
ら
九
〇
〇
年
以
上
も
過
ぎ
た
一
五
九
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
徳
川
家
康
が
江
戸
城
に
入
り
、
江
戸

城
築
城
に
着
手
し
、
仙
台
・
伊
達
政
宗
の
往
来
の
便
を
考
慮
し
て
架
け
た
も
の
で
あ
る
。
家
康
は
一
六
〇
三
年

江
戸
幕
府
を
開
き
、
参
勤
交
代
制
度
を
取
り
入
れ
、
江
戸
幕
府
の
基
礎
固
め
を
し
て
い
る
と
き
は
、
諸
藩
か
ら

の
侵
略
を
恐
れ
た
軍
事
上
の
理
由
か
ら
隅
田
川
に
橋
は
架
け
な
か
っ
た
。
江
戸
幕
府
開
幕
以
来
、
江
戸
の
町
は

急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
一
六
五
七
年
に
死
者
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
る
明
暦
の
大
火
が
あ
り
、
隅
田
川
に
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橋
が
無
か
っ
た
こ
と
も
死
者
を
増
や
し
た
原
因
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
一
六
六
一
年
に
両
国
橋
が
架
け
ら

れ
た
。
当
時
、
千
住
大
橋
が
あ
る
千
住
は
江
戸
市
中
か
ら
は
遠
く
、
江
戸
市
民
が
日
常
利
用
す
る
隅
田
川
の
橋

と
し
て
は
両
国
橋
が
最
初
で
あ
る
。
こ
の
橋
の
完
成
に
よ
っ
て
、
本
所
・
深
川
が
発
展
し
江
戸
の
町
も
隅
田
川

を
越
え
て
東
へ
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
の
拡
大
と
と
も
に
、
順
次
、
橋
も
増
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
人
間
が
歩
い

て
渡
る
こ
と
が
出
来
る
橋
が
創
架
さ
れ
て
い
っ
た
年
代
順
に
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
隅
田

川
は
岩
淵
水
門
か
ら
河
口
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
書
で
取
り
上
げ
る
橋
は
千
住
大
橋
か
ら
勝
鬨
橋
ま
で
と

す
る
。

①
千
住
大
橋

一
五
九
四
（
文
禄
　
三
）　
伊
達
藩
の
便
を
考
慮
し
て

②
両
国
橋

一
六
六
一
（
寛
文
　
元
）　
明
暦
の
大
火
に
よ
る

③
新
大
橋

一
六
九
三
（
元
禄
　
六
）

④
永
代
橋

一
六
九
八
（
元
禄
一
一
）　
深
川
地
区
の
便
を
考
慮
し
て

⑤
吾
妻
橋

一
七
七
四
（
安
永
　
三
）　
向
島
地
区
の
便
を
考
慮
し
て

⑥
厩
橋

一
八
七
四
（
明
治
　
七
）

⑦
相
生
橋

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）　
月
島
へ
水
道
を
送
る
た
め

⑧
白
鬚
橋

一
九
一
四
（
大
正
　
三
）

⑨
駒
形
橋

一
九
二
七
（
昭
和
　
二
）　
関
東
大
震
災
復
興
計
画
事
業
と
し
て
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⑩
蔵
前
橋

一
九
二
七
（
昭
和
　
二
）　
関
東
大
震
災
復
興
計
画
事
業
と
し
て

⑪
言
問
橋

一
九
二
八
（
昭
和
　
三
）　
関
東
大
震
災
復
興
計
画
事
業
と
し
て

⑫
清
洲
橋

一
九
二
八
（
昭
和
　
三
）　
関
東
大
震
災
復
興
計
画
事
業
と
し
て

⑬
勝
鬨
橋

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）　
月
島
で
開
催
予
定
の
万
国
博
覧
会
と
し
て

⑭
佃
大
橋

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
と
し
て

⑮
隅
田
川
大
橋

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）

⑯
桜
橋

一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）　
憩
い
の
橋
・
人
間
専
用

⑰
水
神
大
橋

一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）

⑱
中
央
大
橋

一
九
九
三
（
平
成
　
五
）　
大
川
端
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
21
の
便
を
考
慮
し
て

　
千
住
大
橋
を
含
め
て
江
戸
時
代
に
創
架
さ
れ
た
橋
は
五
橋
、
明
治
時
代
に
二
橋
、
大
正
時
代
に
一
橋
、
昭
和

時
代
に
入
っ
て
関
東
大
震
災
復
興
計
画
事
業
と
し
て
四
橋
、
一
九
四
〇
年
に
月
島
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
万
国

博
覧
会
会
場
へ
の
幹
線
道
路
に
勝
鬨
橋
を
架
け
、
戦
後
は
国
民
の
生
活
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
ず
橋
を
新
た
に
架

け
る
よ
う
な
こ
と
は
出
来
ず
、
勝
鬨
橋
の
完
成
か
ら
二
四
年
後
に
よ
う
や
く
佃
大
橋
が
架
か
っ
た
。
さ
ら
に
四

橋
が
加
わ
り
千
住
大
橋
か
ら
勝
鬨
橋
ま
で
に
一
八
橋
が
あ
る
。
相
生
橋
は
隅
田
川
本
流
に
は
架
か
っ
て
い
な
い

が
、
一
般
に
隅
田
川
の
橋
と
し
て
数
え
る
こ
と
も
多
い
の
で
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

　
関
東
大
震
災
は
橋
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
上
記
①
か
ら
⑧
ま
で
あ
っ
た
橋
の
う
ち
、
新
大
橋
以
外
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は
架
け
替
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
新
大
橋
以
外
の
①
か
ら
⑫
ま
で
の
一
一
橋
の
現
在
の
橋
は
関
東

大
震
災
復
興
計
画
事
業
と
し
て
架
け
た
も
の
で
あ
る
。
関
東
大
震
災
に
も
生
き
残
り
、
多
く
の
人
命
を
救
っ
た

新
大
橋
も
寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
、
そ
の
一
部
を
明
治
村
へ
移
設
保
管
し
、
昭
和
五
一
年
に
架
け
替
え
ら
れ
た
。

相
生
橋
も
関
東
大
震
災
復
興
計
画
事
業
と
し
て
架
け
た
な
か
で
は
唯
一
平
成
一
二
年
に
架
け
替
え
ら
れ
た
。
新

大
橋
と
相
生
橋
以
外
の
一
〇
橋
は
完
成
し
て
か
ら
す
で
に
七
〇
年
以
上
に
な
る
が
、
そ
の
美
し
い
姿
を
今
も
私

達
に
見
せ
て
く
れ
て
い
る
。

　
上
記
一
八
橋
以
外
に
千
住
大
橋
か
ら
勝
鬨
橋
ま
で
の
間
に
次
の
よ
う
な
目
的
の
橋
が
八
橋
あ
る
。

　
高
速
道
路
　
首
都
高
速
９
号
線
（
隅
田
川
大
橋
の
二
階
部
分
）、
首
都
高
速
６
号
線

　
鉄
道
　
　
　
Ｊ
Ｒ
総
武
線
、
東
武
鉄
道
、
地
下
鉄
日
比
谷
線
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線

　
電
電
　
　
　
電
電
蔵
前
専
用
橋

　
水
道
　
　
　
千
住
水
管
橋

　
合
計
二
六
橋
と
い
う
多
く
の
橋
が
あ
る
。
こ
れ
を
一
番
下
流
に
架
か
る
勝
鬨
橋
か
ら
上
流
に
向
か
っ
て
順
番

に
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
ま
た
、
隅
田
川
に
は
何
本
か
の
川
や
掘
割
が
流
れ
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
隅
田
川
に
一
番
近
い
河
口
に
架

か
る
橋
を
一
般
に
第
一
橋
梁
と
い
っ
て
い
る
が
、
大
き
さ
は
隅
田
川
に
架
か
る
橋
に
比
べ
て
小
さ
く
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
形
が
異
な
り
見
応
え
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　
第
一
橋
梁
と
川
の
名
前
を
右
岸
、
左
岸
そ
れ
ぞ
れ
下
流
か
ら
記
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
右
岸
と
は
隅
田
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川
の
下
流
か
ら
上
流
に
向
か
っ
て
左
側
、
左
岸
は
右
側
で
あ
る
。

　
右
岸
　
海
幸
橋
（
川
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
）　
隅
田
川
か
ら
は
見
え
な
い

南
高
橋
（
亀
島
川
）　
亀
島
川
水
門
の
た
め
隅
田
川
か
ら
は
見
え
な
い

豊
海
橋
（
日
本
橋
川
）

柳
橋
（
神
田
川
）

　
左
岸
　
練
兵
衛
橋
（
大
横
川
）　
大
島
川
水
門
の
た
め
隅
田
川
か
ら
は
見
え
な
い

萬
年
橋
（
小
名
木
川
）

一
之
橋
（
竪
川
）　
竪
川
水
門
の
た
め
隅
田
川
か
ら
は
見
え
な
い

枕
橋
（
北
十
間
川
）　
源
森
川
水
門
の
た
め
隅
田
川
か
ら
は
見
え
な
い

綾
瀬
橋
（
綾
瀬
川
）

　
他
に
も
多
く
の
橋
が
有
っ
た
が
昭
和
四
〇
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
防
潮
堤
工
事
、
掘
割
埋
立
工
事
に
よ
っ
て
廃

橋
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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水神大橋 

白鬚橋 

桜橋 

言問橋 

全
体
図 

（
綾
瀬
川
）
 

綾瀬橋 

枕橋（北十間川） 

 吾妻橋  駒形橋 

柳橋 

一之橋 

萬年橋 

新大橋 

佃大橋 

海幸橋 

勝
鬨
橋
 

豊海橋 
 

中
央
大
橋
 

南高橋 

相生橋 

練兵衛橋（大横川） 

 

首都高速6号線 
（堅川） 

（小名木川） 

（亀島川） 

0 
1 

2 
3 

4 
5 

6 
7 

8 
9

直
線
距
離
（
km
）
 

N

（日本橋川） 

（神田川） 

東武鉄道 

清洲橋 

隅田川大橋、首都高速9号線 
永代橋 

蔵前橋 

厩橋 

電電専用橋 
JR総武線 

両国橋 

千住水管橋 

千住大橋 

JR常磐線 地下鉄日比谷線 
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１
　
勝
鬨
橋

　
創
架
は
昭
和
八
年
六
月
に
着
工
し
昭
和
一
五
年
（
一
九
四

〇
）
六
月
一
四
日
に
開
通
式
を
行
っ
た
現
在
の
橋
で
あ
る
。

開
通
式
は
三
代
の
御
夫
婦
に
よ
る
渡
り
初
め
が
あ
り
、
そ
の

後
、
中
央
部
が
ハ
の
字
に
開
い
て
終
了
し
た
。
形
式
は
中
央

が
跳
開
型
可
動
橋
、
両
側
が
鋼
ソ
リ
ッ
ド
リ
ブ
タ
イ
ド
ア
ー

チ
、
長
さ
二
四
六
ｍ
（
支
間
割
八
六
・
〇
、
四
四
・
〇
、
八

六
・
〇
）、
幅
二
二
ｍ
（
車
道
一
六
・
六
、
歩
道
二
×
二
・
七
）、

鋼
材
重
量
は
両
側
が
三
五
五
三
tf
、
中
央
が
一
四
三
三
tf
で

あ
り
、
隅
田
川
で
一
番
下
流
に
架
か
る
橋
で
あ
る
。
架
橋
地

点
は
隅
田
川
で
も
一
番
地
盤
の
良
好
な
所
で
、
地
下
四
ｍ
以

下
は
粘
土
ま
じ
り
の
堅
い
砂
地
盤
で
あ
る
。
可
動
部
は
シ
カ

ゴ
型
の
双
葉
跳
開
型
、
可
動
支
間
長
は
四
四
ｍ
あ
り
、
約
七

〇
度
ま
で
開
く
。
製
作
・
施
工
担
当
は
、
跳
開
橋
が
川
崎
車

両
、
築
地
側
ア
ー
チ
橋
が
横
河
橋
梁
製
作
所
、
月
島
側
ア
ー

勝鬨橋
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チ
橋
が
石
川
島
造
船
所
、
橋
脚
の
鉄
骨
製
作
が
宮
地
鉄
工
所
、
可
動
部
の
機
械
が
渡
辺
製
鋼
所
、
電
気
が
小
穴

製
作
所
、
橋
脚
の
施
工
が
銭
高
組
、
基
礎
工
事
と
橋
台
は
東
京
市
が
直
営
で
施
工
す
る
と
い
う
よ
う
に
当
時
の

大
企
業
が
手
分
け
し
て
施
工
し
た
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

　
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
一
月
一
八
日
、
日
露
戦
争
の
旅
順
陥
落
祝
勝
記
念
と
し
て
「
勝
鬨
の
渡
し
」
が

設
置
さ
れ
、
盛
大
な
開
通
式
と
祝
勝
会
が
開
催
さ
れ
た
。
対
岸
の
月
島
は
明
治
二
七
年
頃
ま
で
に
埋
立
て
が
完

了
し
、
月
島
は
石
川
島
造
船
所
の
下
請
け
・
孫
請
け
会
社
を
擁
す
る
工
業
地
と
し
て
発
展
し
勝
鬨
の
渡
し
だ
け

で
は
交
通
を
捌
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
明
治
四
四
年
の
東
京
市
会
に
お
い
て
架
橋
建
議
が
提
出
さ
れ
、

調
査
費
も
計
上
さ
れ
た
が
諸
般
の
事
情
か
ら
、
遅
々
と
し
て
計
画
は
進
ま
ず
、
よ
う
や
く
昭
和
四
年
の
東
京
港

修
築
計
画
、
昭
和
五
年
一
二
月
の
東
京
市
会
で
架
橋
が
可
決
決
定
さ
れ
た
。
架
橋
地
点
か
ら
上
流
に
は
、
石
川

島
造
船
所
、
三
菱
・
住
友
な
ど
の
大
倉
庫
、
東
京
湾
汽
船
な
ど
が
あ
り
、
大
型
船
舶
の
航
行
の
た
め
跳
開
型
可

動
橋
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
皇
紀
二
六
〇
〇
年
に
あ
た
る
昭
和
一
五
年
に
は
月
島
で
万
国
博
覧
会
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
勝
鬨
橋
が

都
心
か
ら
万
国
博
覧
会
会
場
へ
の
通
路
に
あ
た
る
た
め
、
凱
旋
門
の
役
目
を
持
つ
よ
う
な
風
格
あ
る
形
式
を
選

ぶ
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
会
社
か
ら
援
助
の
手
が
さ
し
の
べ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を

断
り
、
全
て
日
本
人
の
手
で
設
計
・
施
工
す
る
こ
と
と
し
、
当
時
の
橋
梁
技
術
に
、
機
械
・
電
気
技
術
の
粋
を

結
集
し
た
結
果
が
今
見
ら
れ
る
よ
う
な
傑
作
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
完
成
し
た
と
き
は
東
洋
一
の
可
動
橋
と
い



途
中
省
略

本
編
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
時
間
短
縮
の
た
め
省
略
版
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

途
中
省
略
な
し
の
完
全
版
を
ご
希
望
の
方
は
製
品
版
を
ご「
購
読
」く
だ
さ
い
。
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